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イノベーションとは？

「技術革新」
＜シュンペーターの提唱＞
物事の「新結合」「新機軸」「新しい切り口」
「新しい捉え方」「新しい活用法」を創造す
ることにより，新たな価値を生み出し，
社会的に大きな変化を起こすこと

≠



イノベーションとは？

斬新なアイデア，独創的なアプローチ，
組織の変革，既存リソースの転用や
新たな結合・利活用などにより，
従来にない価値を導きだし，
社会を大きく発展させる



JST イノベーションハブ構築事業

2015年に国立研究開発法人が誕生

科学技術イノベーション総合戦略2014の重点施策

n 国立研究開発法人の機能強化を支援
n グローバルな競争環境の中で優位性発揮
n 我が国の研究力・人材力強化の中核的拠点
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ある。本提案では、「はやぶさ」等の技術の強みと合わせて、非連続かつ大
胆な分散協調型の方式開発や先行地上技術の宇宙実装など、既存概念にとら
われないシステム改革を推進する。ロボティクス等のハイテク分野の革新を
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まとめ

n国際宇宙探査の時代で、日本ならではのきらりと光
る技術で未来を切り開き、国際的な発言力をさらに
強化する。 

n日本の持つ高い技術力を導入し、JAXAだけでなく
オールジャパンで探査に取り 組むことで探査技術
の強化をはかる。 

n宇宙探査において、世界からトップクラスの人材が
集まるイノベーションハブ の実現を目指す。

nあわせて、ロボティクス等のハイテク分野の革新を
加速する波及効果も狙う。 
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面 接 (2015年4⽉29⽇)

③基礎科学の知
見を実現可能な
技術に統合

シ－２
自動・自律型探査
システム化技術z

障壁シー１
宇宙探査ミッション

の困難さ

システム化・技術統合

ニーズ

製品＆アウトカム
（宇宙探査への参加の機会）

ステーク
ホルダ

国・国民

(1) 実－２
革新的移動

(2) 実－５
環境理解

障壁実ー１
リソース（重量・電力・通信な
ど）

実現化技術・要素技術開発

知－６
構造知能化・無人施

工

障壁知ー１
月惑星固有環境（宇宙仕様）

知識基盤・基礎的研究

知－５
認知科学・学習

知－９
物理・化学反応原理

知－７
物質分布データ、
物質センシング

知－８
物質採取・輸送・貯蔵

知－１
群知能・群行動

障壁知ー２
未知環境（地形・表面特性・擾乱など）

障壁知ー３
分散協調化

障壁知ー４
利用可能物質・エネルギー（量・形態）

シ
ス
テ
ム
要
件

要素技術

基礎的な知見

シ－１
広域未踏峰探査
システム化研究

(1) 実－３
スマート化

(1) 実－１
分散協調

(1) 実－４
長期間生存

(2) 実－６
自動自律作業

障壁シー２
中央集中型システム

障壁実ー２
モビリティ・作業性

障壁実ー３
サバイバビリティ・信頼性

「宇宙探査イノベーションハブ」 ３層図
（様式B) 別添１

ステーク
ホルダ

○○業界
△△業界
■■業界

障壁実ー４
処理能力・時間遅れ(3) 実－７

エネルギー・物質供
給技術

(3)実－８
物質ハンドリング技術 障壁実ー５

現地生産効率

(3) 実－９
資源抽出・利用技術

シ－３
現地調達・
高効率再生型

障壁知ー５
化学反応速度・効率・収率

知－２
可変構造型・UAV
移動機構

知－３
MEMS・高機能材料

知－４
レジリエント設計

（従来からの関連機関）

（新たに連携が期待できる機
関）

東北大学 中央大学

明治大学 東京大学

NEC IA

慶應義塾大学 早稲田大学

大阪大学 大阪府立大学

産業技術総合研究所

海洋研究開発機構

エンルート 村田機械

ブ ルックマンテクノロジ
北陽電機 浜松ホトニクス

JPL MIT

CMU

障壁シー３
ミッションの規模，

コスト，しきい

地上の
最先端技術

イノベーションに
よる地上技術の
新たな展開

２．宇宙探査のSWOT分析

内
部
要
因

強み（Strength） 弱み（Weakness）

n 「はやぶさ」「かぐや」の成功をはじめ、これまで数多くの宇
宙探査プロジェクトに成功してきた実績、技術、経験、人
材の蓄積。

n JAXAが持つ、システム化技術及びプロジェクトマネジメン
ト能力の強みを活かし、着実にプロジェクトを遂行すること
が可能。

n JAXAには、熱真空チャンバ、電波無暗室など宇宙空間を
模擬する我が国唯一の施設・設備がある。

n ISS計画への参画を通じた宇宙先進国としての地位、およ
び国際的（特に西側諸国）な連携・信頼関係を有する。

n 宇宙探査を魅力的な国家プロジェクトとして仕立て、国民
に夢や希望を与えることができ、理科離れの阻止及び教
育・人材育成に貢献できる。

n 宇宙探査プロジェクトが大型化しており、コスト増と研究

者・民間の参加機会減少を招いている。
n プロジェクト提案から実現までに時間がかかる。
n 成果が宇宙分野のみに留まっており、新規参加者にとっ

て「しきい」が高く、新たな産業の育成につながっていな
い。

n 宇宙分野以外の国内外の最新の研究動向を調査する機
能が弱く、国内外の最新技術の集約ができていない。

n 異分野間の研究者間でアイデアを議論・競争し、切磋琢磨
して一つのアイデアに仕立てる“場”がない。

n 10年、20年先の宇宙利用を見据えた将来の宇宙利用の

ビジョン・ニーズが研究開発に反映されていない。

外
部
要
因

機会（Opportunity） 脅威（Threat）

n 2014年1月に米ワシントンDCにおいて国際宇宙探査フォー
ラム(ISEF)（35ヶ国・地域・機関が参加）が開催され、将来
の宇宙探査協力に関する国際的枠組み等の議論する必
要性が確認された。次回のISEF（2016～2017）を日本が

主催することが決定しており、日本の国際プレゼンスを発
揮する機会である。

n 「日本再興戦略」において、少子高齢化社会へ向かう社会
的な課題解決に向け、ロボット革命の実現や医療介護
サービスのイノベーションを実現・健康産業の活性化が明
記されている。

n 「ロボット新戦略」において、ロボット技術の活用分野として、
極限状態での仕事が要求される宇宙が挙げられている。

n 新宇宙基本計画が策定され、月や火星等を含む重力天体
への無人機の着陸及び探査活動を目標として、総合的に
検討することが明記された。

n 欧米ロでは豊富な資金力を背景に数千億円規模のプロ
ジェクトを推進。

n 中国、インドなどの新興国も、無限の可能性を持った未開
拓の領域、宇宙探査を国家の基幹ミッションと位置付け、
取り組みを加速。

n ISS 計画をテコに、次の時代の国際有人宇宙探査への参
画に向けて新しい宇宙開発技術を積極的に磨かなければ、
日本がこれまで築いてきた宇宙分野での国際的な発言
力の低下や、宇宙空間におけるルール形成という国際社
会の重要な課題に対し発言力の低下を招く。

n 日本は、月などの重力天体に着陸した実績がなく、他国に
後れを取っている。早急に具体的な探査計画を立ち上げ
なければ、中国、インドにも追い抜かれ、後塵を拝すること
になる。
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はやぶさ探査機

イオンエンジン探査イノベーションハブ長 國中 均

1990年代、欧米露の大型ロケットと比べ小粒なM-Vロケットで、世界に
伍していけないのは明白であった。この劣勢を挽回・克服し、超遠距離飛
行を実現するため、衛星搭載用の推進機関の高性能化を目論んだ。日本独
自のマイクロ波放電式イオンエンジンの研究開発を推し進め、これを主推
進として駆る「はやぶさ」は、世界で初めて地球～小惑星往復探査（2003
年～2010年）に成功した。その結果、新たは領域・分野・ステージを日本
やJAXAにもたらした。

連続加速宇宙航行、低コスト深宇宙ミッション、サンプルリターン、
惑星科学の振興、宇宙探査への足掛かり、
JAXAのプレゼンス、国際社会に対する日本の信頼感。。。

この私の体現は、技術イノベーションによる「ブルー・オーシャン戦略」
「キラリと光る新分野開拓」の実例と言えよう。

宇宙技術が成熟し新領域が枯渇する中、宇宙先進国のみならず新興国の
台頭にもより、ますます宇宙活動はレッド・オーシャン化の一途をたどる。
日本国内においても、国家財政困窮やコンセンサス未醸成・科学技術に対
する不信感のため、魅力的なミッションや宇宙事業の創成が減速している。

この難局を打破するため、従前のJAXA主体・主導・独善による研究開発
を見なおして、JSTのご支援を得て、彼らのメリットに配慮しながら民間
企業の参画を求め、以下に掲げる新たな施策でイノベーションを目指し、
「Game Changing」を図りたい。

裾野拡大、プレーヤーの増員、外部組織との共同研究開発、
外部技術者研究者の招聘、フラット組織による自由闊達な知見交流

イノベーションハブ構築支援事業ご提案

宇宙探査イノベーションハブ

国立研究開発法人

宇宙航空研究開発機構
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平成27年4月29日



探査ハブ採択通知

(1) ハブの名称
「宇宙探査イノベーションハブ」
→ 「宇宙探査オープンイノベーションハブ」
(2) 研究テーマ
フォーラムを開催し，技術提案の意見交換およ
びRFIを発出する



地上での事業化は企業が担当

宇宙実証はJAXAが担当

宇宙探査シナリオ・
ミッションの実現

社会課題の解決
産業競争力向上

JSTの支援を受け，2015年度よりスタート

宇宙探査イノベーションハブの理念

日本発の宇宙探査におけるGame Changing 技術を開発し，
宇宙探査の在り方を変え，同時に地上技術に革命を起こす

n ミッションの大型化・長期化・高コスト化などが大きな課題
n 重力天体探査では地上の技術と親和性が高い
n 敷居が高く．今まで宇宙に関わってこなかった企業の参画を推進



せんみつとは？
「千三つ」

不動産業界では
「売買契約は1,000件に3件程度しか取れない」

新規事業の成功確率は千三つ
新規事業の1,000件応募があり
事業化フェーズに至るのは20件
黒字になるのは３件



成功する新規事業開発

１．Ideation ：アイデアを考えるフェーズ
(Lean Canvas フレームワーク：９要素)

２．CPF(Customer Problem Fit) ：顧客の課題

３．PSF(Problem Solution Fit)  ：解決策の検証

４．PMF(Product Market Fit)  ：適切なマーケット

出典：h"ps://www.valueup1.com/column

https://jp.linkedin.com/pulse/新規事業の成功確率は千三つは本当か-畠山和也



第１回公募採択テーマ

１．次世代アクチュエータの研究開発（３年間） 5件

２．昆虫型ロボットの研究開発（１年間） 3件

３．分散協調システムの研究（１年間） 2件

４．環境適応型ロボットの知能化研究（１年間） 2件 

＜広域未踏分野＞

複数小型探査機により，機能の分散協調を行なう
ことで，未踏峰地点の広範囲で密度の濃いチャレ
ンジグな探査を実現し，探査手法に革新を起こす



世界最高クラスのアクチュエータの研究開発
目標：世界最高クラスのパワー密度

質量25gで出力50W,かつ高効率の小型モータを開発する
戦略：多極構造で高トルクを維持，高速回転によりパワーアップ実現

田中豊氏（法政大），坂間清子氏(青山学院大)調査データに2015年を追加して作成

電磁モータの連続定格出力質量比の推移

2000-2010
1990-

1980-
1960-1979

DCモータ2015年

連続定格出力質量比（カタログ値より推定．センサ・ケース込み，ドライバ除く）

2015

田中豊氏（法政大），坂間清子氏(青山学院大)調査データに2015年を追加して作成

目標

連続定格出力質量比（カタログ値より推定．センサ・ケース込み，ドライバ除く）



世界最高クラスのアクチュエータの研究開発
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効率 = 出力/入力

高速回転(高周波駆動)に起因して
以下の問題が発生する

①周波数の二乗に比例して渦電流損が増加する
②ベアリングの摩擦や空気抵抗による機械損が
増加する

③高速回転に耐えるため、高精度な組立加工が
必要になる

④上記により効率が低下すると電流が大きくなり、
銅損が電流の二乗に比例して増加する

⑤上記のエネルギー損失は熱になり、モータ温度
が上昇する

⑥モータ温度が定格出力を規定するため、パワー
密度が低下する

モータ損失の分類



世界最高クラスのアクチュエータの研究開発

課題を以下の技術で解決する

① 吉川工業株式会社が，ベクトル磁気特性技術研究所・
日本金属株式会社と開発・量産化したHIESコアを採
用する

HIESコア：モータの鉄心部の部品
超極薄電磁鋼板を特殊積層し量産化した高速高効率コア

② HIESコアの特性を十分に引き出す低損失化設計・解
析技術，性能測定・評価技術，およびそれらの技術を
総合した設計・組立技術を開発する



アクチュエータの研究開発

世界最高性能のアクチュエータの開発

n 地上用モータは１億台超もの台数が国内にて普及
し，主に各種産業用機械において使用されている．

n モータによる電力消費量は，我が国における産業
用電力消費量（約49百億kWh）の約75％と推計

n モータの高効率化は省エネにつながる．

新明和工業㈱，大分大，日本文理大，茨城大，静岡大
（協力）吉川工業，ベクトル磁気特性技術研究所，日本金属㈱

① 質量が25g，出力50Wで連続運転可能
② 低速回転から高速回転，低出力から高
出力の広範囲に亘って80%以上の効率

③ 毎分15,000回転以上の高速回転では広
範囲に亘って85%以上の効率を達成

④ 発熱が極めて少ない

小型軽量・高パワー密度・高効率の開発成功

＜宇宙応用＞
・月火星表面探査ローバ，掘削，

・サンプル採取．マニピュレータ
・火星飛行機・ドローン
＜地上応用＞
・ドローン．ロボットの関節駆動
・温度上昇を避けたい高速用途
・多極大型モータへの展開



フナ虫型ロボットミミズ型ロボット

ロッククライマ型移動ロボット

昆虫型ロボットの研究開発

中央大学

タカラトミー東北大学



掘削の様⼦
（x128）©中央大

©中央大

©東北大



タカラトミーとの出会い

https://www.takaratomy.co.jp



タカラトミーの企業理念

すべての「夢」の実現のために
わたしたちは新しい遊びの価値を創造します

19

タカラトミーとの出会い
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玩具開発と宇宙開発の共通点

玩具開発 宇宙開発

意義・価値 発売時に時代の先端を
行くこと

ミッション遂行時に新し
い科学を実現すること

リソース 人・コスト・時間に限り 人・コスト・時間に限り

納期 発売時期が決まっている 打ち上げ時期が決まっ
ている

信頼性
安全性

どんな使われ方をするか
わからない

未知天体で予期せぬこ
とへの対応



変形型月面ロボット LEV-2
SORA-Q
JAXA, タカラトミー, SONY, 同志社大
共同開発

SORAは宇宙を意味する「宙（そら）」から,
Qは宇宙に対する「Question（問い）」
「Quest（探求）」,「探求」の「求」,
「球体」であること,
横からのシルエットが「Q」に似ていること



「おもちゃショー2022」 2022年6⽉12⽇

「SORA-Q」初公開(2022.6.12)



宇宙探査イノベーションハブの運営・体制

専任：13人
併任：7人



宇宙探査イノベーションハブの運営・体制

専任：18人
併任：17人



宇宙探査イノベーションハブの運営・体制

専任：17人
（クロアポ含む）

併任：12人
協力：27人



ノウハウレポート (2019年9⽉)
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５．3 おわりに 
 

宇宙探査イノベーションハブは、オープンイノベーション事業としては数少ない成功例
として、探査ハブ諮問会議等外部から高い評価を受けている。他のイノベーション事業を推
進する地方公共団体や企業等からからも視察や相談の要望が多く寄せられており、このノ
ウハウレポートは研究開発法人のみならず、様々な業界においても有益な示唆が含まれて
いると確信している。 

宇宙探査はプロジェクトの実施まで 10 年単位の時間を要するため、民間、特にこれまで
宇宙開発に全く関わりのなかった業界（いわゆる非宇宙企業）の新規参入は困難であった。
これに対して、宇宙探査イノベーションハブでは、オープンイノベーションで実施する研究
の出口を宇宙と地上応用の Dual Utilization の概念を明確にしたこと、JAXA の必要とする
研究ポートフォリオを提示したこと、実施する研究開発のレベル（TRL）の範囲を明確にし
たことなどが有効に機能したこと成功の要因と思われるが、これらに加えて、国が宇宙基本
計画等で国際宇宙探査への参加に対して前向きな検討を開始したことが、多くの参加者を
得た成功の遠因と思われる。ここに、長期の計画は国／JAXA がコミットすることの重要性
と、今後の宇宙探査における民間との役割分担のありかたについてヒントがあるのではな
いだろうか。 

100 社を超える非宇宙企業が宇宙探査イノベーションハブの活動に参加していただき、
探査ハブでの JAXA 研究者との共同研究を通じて、将来の宇宙関連企業およびその候補と
なったことは、従来の JAXA の在り方、意識を大きく変えるとともに、宇宙開発の裾野を広
げたという点で貢献したと考える。 

一方、宇宙探査イノベーションハブのスキームは、Dual Utilization の「宇宙探査」を他
の国立研究開発法人や研究期間などの目的／ニーズに置き換えることで応用可能であろう。 
是非我々JAXA 宇宙探査イノベーションハブ 5 年間の試行錯誤の結果であるこのノウハウ
レポートを参考に、さらに優れたオープンイノベーションの実現と成果の最大化に繋げて
いただけると幸いである。 

おわりに、本宇宙探査イノベーションハブは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
のイノベーションハブ構築支援事業を通じ、ハブの構築と運営のあり方について、資金面で
の援助だけではなく、多大の助言・提言と叱咤激励を頂いた。イノベーション拠点推進部
COI グループの落合幸徳氏、安藤朗氏、空花俊人氏、柴垣斉氏には心から感謝の意を表す
る。とりわけ柴垣氏は JST プログラムマネージャとして JAXA に派遣され 5 年間の苦労を
共にしていただいた。重ねて感謝の意を表したい。 
 

2019 年（令和元年）9 月 
JAXA 宇宙探査イノベーション副ハブ長 
川崎 一義 
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性が極めて高く、地上技術・知見の導入・適用が可能な天体、特に月・火星のような重
力天体「表面」での活動技術分野を重点対象とした(図４)。 

 

図４ 将来の宇宙探査イメージとこれらを実現すために必要な新たな探査技術 
 

 
第 2 回 RFP からは図 4 の将来像を実現するための具体的な技術課題のポートフォリ

オを提示することで、研究提案の精度やレベルが向上した(図５) 
次に、宇宙分野以外の企業・大学が参画を促す仕組みとして、地上におけるニーズを

発掘し宇宙探査技術シーズとマッチングさせるためのスキームとして、共同研究テーマ
設定のための情報提供要請（RFI）と研究提案募集（RFP）のプロセスを導入した。これ
は、RFI により民間や大学のニーズや技術シーズを広く募り、それらの情報と JAXA の
ニーズのマッチングを図り、有償共同研究テーマの募集（RFP）に仕上げていくというプ
ロセスである。また、RFI を掘り起こすため、異分野との情報交換や意見交換を目的に、
オープンフォーラムやワークショップ等を開催し、参加者の裾野の拡大を図っている。 

この RFI/RFP プロセスは、コンピュータ調達や人工衛星調達などでは一般的な手法で
あるが、プロジェクト前の応用研究や開発研究といわれるフェーズにおける、有償共同
研究テーマの設定のために導入したのは、JAXA では初めての試みであった。NASA では
似たようなプロセスを行っているが、あくまで出口は宇宙応用であり、地上応用(Dual 
Utilization)はあまり重視していない。 
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第１章 宇宙探査イノベーションハブの発足 
 

１．1 宇宙探査イノベーションハブとは        
  

2015年4月に、JAXAを含む全ての独立行政法人のうち、主に研究開発を行う法人が
「我が国の科学技術の水準の向上を通じた国民経済の発展その他の公益に資するため研究
開発の最大限の成果を確保すること」を目的に「国立研究開発法人」へと移行し、ここを
中核としたイノベーション創出が国家の重点施策として位置づけられた。JAXAでは、この
施策に対応した新たな組織として2015年4月に「宇宙探査イノベーションハブ」をJAXA
相模原キャンパスに、「次世代航空イノベーションハブ」をJAXA調布事業所に設置し、オ
ープンイノベーション型の研究開発活動を開始した。 

宇宙探査イノベーションハブは、既成組織の枠を超えた新たな参加者を募り、宇宙探査に
おいて新機軸となりうる技術研究開発を目指している。概念を図１に示す。民間企業の有す
る技術を、宇宙探査に資するレベルに昇華させることを目指し、JAXA が提供するハブ機構
（意欲、知見、交流、設備、経験）を利用して洗練化を図る。ここで培った技術を基に革新
的な宇宙ミッションを実現させるだけでなく、参加組織が宇宙のみならず地上への応用展
開を図り（Dual Utilization*）、成果を波及拡大させ、社会に Game Change（現状を打破
する、革新的な、考え方を根本から変える）を巻き起こすことを目標としている。 

*本レポートでは、Dual Utilization を、「宇宙探査技術」と「地上技術」の両方を出口とすると
いう意味で用いる。 
 

 

図 1 宇宙探査イノベーションハブの概念図 
   企業と JAXA の歯車を回して宇宙探査と地上でのイノベーションを起こす。 

 

  

 

 

はじめに 
 

本ノウハウレポートは、2015 年 4 月に JAXA に新設された宇宙探査イノベーションハブ
での活動を通じて得られたノウハウ及び Lessons Learned をまとめたものである。 

宇宙探査イノベーションハブ（探査ハブ）は、科学技術振興機構（JST）による国立研究
開発法人を対象とした「イノベーションハブ構築支援事業」にて採択され、2015 年６月～
2020 年 3 月までの約 5 年間の支援を受けて、JAXA におけるイノベーションハブの構築を
行ってきた。5 年間の活動の結果として、宇宙探査という、これまで専ら JAXA が中核とな
って進めてきた事業において、オープンイノベーション型の研究開発を導入することが、宇
宙探査だけではなく、地上における新たなイノベーション（新産業）の創出にとって有効で
あることが認識されてきた。イノベーションにおける死の谷（基礎研究から社会実装におけ
る研究投資の不足）を克服する場として、国立研究開発法人の目的（JAXA の場合は宇宙探
査）とマッチングさせることが、JAXA と参加者の双方にとって有効であるという新しい認
識である。 
 宇宙探査ミッションにおいて、世界の情勢が探査機の大型化・高度化に進んでいる中で、
コストの増大，開発期間の長期化，リソースの問題が顕在化している。そこで今までの宇宙
探査の在り方を大きく変えて、日本発の Game Changing を行うにはどうしたらいいか？ 
民間企業の宇宙への参画はしきいが高いと言われてきた。しかしながら，将来の宇宙探査に
有効と思われる技術が地上にたくさんある。そこで、重力の観点で地球と親和性の高い月や
火星を対象とし、今まで宇宙に関わって来なかった企業や大学や研究機関を巻き込むため
には、どうしたらいいかを考えた。新しいことを行うには既存のやり方にとらわれず、機動
性高くやってみることが大事である。試しにやってうまくいくこともあり、失敗から学ぶこ
ともあり、別のアプローチを考えることもあり、試行錯誤の連続ではあったが、探査ハブ職
員の献身的な努力で、イノベーションを起こすノウハウを蓄積してきた。 
 JAXA 外のシーズやニーズを宇宙探査に取り入れ、JAXA との共同研究で技術革新をおこ
し、その成果を宇宙と地上（社会実装）の双方に展開（Dual Utilization）する。その実現
のため、技術情報提供要請（RFI）／研究提案募集（RFP）プロセス、クロスアポイント制
度の導入、オープンイノベーション特有の知財制度の確立、諮問会議などの会議体系を整備
してきた。そこで、宇宙探査イノベーションハブが進めてきた内容をノウハウレポートとい
う切り口でまとめた。図 A において、その概要を宇宙探査機のスイングバイをモチーフに
図示するとともに、対応する章を示す。 

本ノウハウレポートが、JAXA のみならず、他の国立研究開発法人や企業における研究活
動においてオープンイノベーション型の研究開発を進める際の一助となれば幸いである。 
 

  2019 年（令和元年）9 月 
JAXA 宇宙探査イノベーションハブ長 

久保田 孝 
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探査ハブの成果（2015-2024)

資料87-3 探査イノベーションハブの活動報告（JAXA船木一幸）
科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会宇宙開発利用部会，2024.6.17.

今後の探査ハブ活動は ？

RFI：1,145件
共同研究：186件（260機関でその9割が非宇宙）
宇宙実証：6件 （＋宇宙ミッション採用：7件）
民間企業による新事業化：9件
自己投資(2023年度）：14.3億円（JAXA資金6.2億円）

FY2015～FY2023まで

成功の秘訣：
企業が期待するものは，資金のみならず，JAXAの知識と経験
探査ハブメンバが，プレイヤとして共同研究することが重要



最近の宇宙探査関連の状況

スターダストプログラム

＜宇宙無人建設革新技術開発推進事業＞

ムーンショット型研究開発事業

目標③：AIとロボットの共進化

AIロボットにより拓く新たな生命圏、他

宇宙戦略基金

目標③：AIとロボットの共進化

宇宙産業へのスタートアップ参入が活発化

https://fund.jaxa.jphttps://www.mext.go.jp/content/20241122-mxt_uchukai01-000038822_1.pdf

https://www.jst.go.jp/moonshot/ https://uchubiz.com/article/clo47299/
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2020年代の社会ビジョン「Planet 6.0」

月面産業ビジョン協議会（LIVC）活動報告資料（角南氏）より
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探査ハブのビジョン

探る
• 昆虫型ロボによる広域探査
• 小型高パワーのモータ
• 僅かな水を検知するセンサ

建てる
• 遠隔操作による無人建設
• 軽くて大きな建設機械

住む
• 再生可能な燃料電池
• 燃料保存断熱タンク
• 植物生産
• 放射線防御
• 健康管理技術

作る
• 水を使わないコンクリート
• 砂からの資源抽出（水や鉱物）

活動する
•人が効率的に活動する技術
•人が安全に活動する技術

2015-2024

2025-2030



VUCA時代を生き抜くために

https://www.genspark.ai/spark/vuca時代のビジネス環境とその要素/96bbd2c6-991c-4789-8764-90423fb72891

https://www.genspark.ai/spark/vuca時代のビジネス環境とその要素/96bbd2c6-991c-4789-8764-90423fb72891



アジャイル的思考
■アジャイル (agile)
英語(agile) 「素早い」「機敏な」
ビジネスでは，
状況の変化に対して素早く対応すること

■アジャイル思考
計画と環境変化への適合を両立させるための考え方や方法．
曖昧で変化しやすく，かつ複雑な問題に対し適した解決手段

■アジャイル思考の実践
1. 終わりから思い描く
2. カテゴリから目標に落とし込む
3. 進行中のタスクを制限して「タスク完了の先送り」を最小限にする
4. 進捗確認を手軽に行なえるようにする
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VUCA（変動，不確実，複雑，曖昧）時代

振り返りと反復

https://www.i-learning.jp/topics/column/business/vuca-era.html

http://www.i-learning.jp/topics/column/business/vuca-era.html
http://www.i-learning.jp/topics/column/business/vuca-era.html


「所長就任にあたって」
宇宙科学研究所所長 藤本正樹

世界をあっと言わせる中型計画
を実行するためには，そのため
の筋力トレーニングが必須であ
る．これを支える活動を宇宙科
学プログラムに追加したいと考
える．
具体的には，世界最先端の要素
を含み内製比率の高い小型プロ
ジェクトを，早いサイクルで回し
ていくことを狙いたい．

https://www.isas.jaxa.jp/outreach/isas_news/files/I
SASnews529.pdf



挑戦なくして成功なし
アジャイル思考をもって

久保田孝


